大栄環境株式会社による産業廃棄物処理施設（管理型最終処分場）の変更に係る

生活環境影響調査実施計画書（案）の概要

１．事業概要

　　本件事業概要は、大栄環境株式会社が和泉市平井町に設置している管理型最終処分場を拡張しようとするものである。

　〔事業者〕

名称　　大栄環境株式会社

代表者　金子　文雄

所在地　和泉市テクノステージ2丁目３番28号

２．施設計画等の概要

	項目
	計画緒元

	施設の種類
	管理型最終処分場

	設置場所
	和泉市平井町832-1～5、837-4、838-1～5（既設部分）

　　　〃　　 837-13、15、17、18、21～24（拡張部分）

	処理する産業廃棄物の種類
	廃プラスチック類、木くず、ガラスくず、がれき類、紙くず、繊維くず、

ゴムくず、金属くず、汚泥（無機性汚泥に限る）、鉱さい、令13号産業廃棄物（コンクリート固型化物に限る）
※主として建設廃材の中間処理後の残渣を処理する計画

	処理能力
	既設部分

拡張後

拡張部分

拡張割合

埋立面積(㎡)

55,348

60,729

5,381

9.7%

埋立容量(㎥)

1,042,845

1,175,319

132,474

12.7%



	施設構成
	○主要施設

・貯留構造物（盛土堤）※拡張部分の盛土堤位置を変更
・浸出水集排水施設（集排水管網、集水ピット、送水管、調整槽）

※浸出水集水管増設、表面水集排水管及び表面水調整槽を廃止

・浸出水処理施設（水処理施設）

・雨水集排水施設（雨水集排水路（溝）、調整池）※拡張部分の法面側溝を変更
・遮水工（遮水シート）※拡張部分の遮水シート敷設範囲を変更
・地下水集排水施設（地下水集排水管）

・埋立ガス処理装置（竪型集水管、ガス抜き孔）※竪型集水管、ガス抜き孔増設
　　※今回の変更内容

○管理施設

　・搬入管理設備（トラックスケール、管理事務所）

　・モニタリング施設（観測井）、その他（場内道路、乾式洗車場）

○関連施設

　・搬入道路、飛散防止設備、緑地、その他（立て札、門扉、囲障設備、防火設備、防災設備）

	稼動計画
	○埋立期間　15年

○施設の稼動時間　８時間／日（午前９時から午後５時まで）

○稼動日数　約300日／年

○季節的変動　なし

○埋立作業に用いる重機　３台（ブルドーザー１台、油圧ショベル２台）

	搬入計画
	○産業廃棄物運搬車両の台数（片道分の台数）

　通常　23台／日（※変更前20台／日から増加）

最大　50台／日


	項目
	計画緒元

	環境保全対策
	○大気汚染

・廃棄物運搬車両及び埋立作業機械等の点検整備※
・廃棄物運搬車両等の制限速度の遵守、アイドリング禁止等、運転者に適正走行を指導※
・廃棄物運搬車両が指定ルートを走行するよう指示※
・フロントサービスセンターから各工場への指示による廃棄物運搬車両の特定の日や時間帯時への集中回避※
・植樹、フェンスの設置、散水等による事業計画地からの土砂等の飛散防止

・産業廃棄物を搬入する者に対し、搬入車両に自動車NOx・PM法の車種規制適合車等を使用することを指導
※の項目は、騒音・振動に係る対策としても実施

○水質汚濁

・埋立地周辺に降った雨水は埋立地内に流入しないよう、側溝と防災調整池を経て放流

　埋立地内に降った雨水のうち、廃棄物に触れない掘削法面への雨水についても同様

・埋立地内に降った雨水のうち廃棄物に触れる雨水については、浸出水処理装置（脱窒、凝集沈殿、活性炭濾過等）で処理後、沈砂機能を持つ防災調整池を経て放流

・浸出水による地下水汚染防止のため遮水シートを設置

・埋立終了後も廃止確認までの間、浸出水処理施設を稼動し放流水を経て放流

○騒音・振動

・低騒音型の埋立作業機械の使用

・廃棄物の搬出入と埋立作業機械の稼動を午前９時から午後５時までに限定

○悪臭

・廃棄物運搬時は荷台にシートを掛ける

・各日の埋立作業終了時に覆土を行う

・嫌気状態を回避するためガス抜き管を2,000㎥当たり１箇所設置

・浸出水処理施設から発生する悪臭を脱臭装置によって処理

○その他

・受け入れる廃棄物の種類、性状等を搬入管理設備において管理


３．生活環境影響調査を実施する項目

	調査
事項
	影響要因

調査項目
	施設からの浸出水の流出、又は浸出液処理設備からの処理水の放流
	最終処分場の存在
	施設（浸出液処理設備）の稼働
	埋立

作業
	施設（埋立地）からの悪臭の発生
	廃棄物運搬車両の走行

	大気

汚染
	粉じん
	
	
	
	○
	
	○

	
	二酸化窒素、浮遊粒子状物質
	
	
	
	◎
	
	○

	水質
汚濁
	生活環境項目

環境基準健康項目

農業用水項目
	○
	
	
	
	
	

	騒音
	騒音レベル
	
	
	○
	○
	
	○

	振動
	振動レベル
	
	
	○
	○
	
	○

	悪臭
	特定悪臭物質濃度、臭気指数（臭気濃度）又は臭気強度
	
	
	◎
	
	○
	

	地下水
	地下水の流れ
	
	●
	
	
	
	


· 環境省の調査指針の標準的な項目の内、○は調査項目として選定したもの。●は調査項目として選定しなかったもの。◎は環境省の調査指針に標準的な項目となっていないが、調査項目として選定したもの。

４．生活環境影響調査の方法

	調査事項
	調査項目
	現況調査
	予測

	
	
	
	予測地点（範囲）
	予測手法
	予測条件

	大気質
	○埋立作業
	○粉じん
	○資料調査

・大気汚染常時監視局（緑ヶ丘小学校）のデータを整理

· 現地調査

＜大気質1地点＞

· 事業予定地内において夏季及び冬季に１回ずつ測定（一酸化窒素、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、風向・風速）

＜交通量：騒音・振動と同地点＞

· 国道170号　2地点
· 市道唐国久井線　1地点
	○周辺住居を考慮し、事業計画地周辺
	○ビューフォートの風力階級に基づく定性的な予測手法

○類似事例の引用
	○風速：大気汚染常時監視局のデータ、現地調査結果

	
	
	○二酸化窒素(NO2)

○浮遊粒子状物質(SPM)
	
	○事業予定地を含む東西及び南北各２kmの範囲
	○前回の調査結果及び現地調査結果等を基にした定性的予測

※前回は、プルーム・パフモデルによる定量的予測
	○風向・風速：大気汚染常時監視局のデータ



	
	○廃棄物運搬車両の走行
	○二酸化窒素(NO2)

○浮遊粒子状物質(SPM)
	
	○走行経路である国道170号及び市道唐国久井線の沿道3地点
	○3地点とも、プルーム・パフモデルによる定量的予測

※前回は、市道唐国久井線はＪＥＡモデル、国道170号は排出量の変化による定量的予測
	○交通量：現況交通量、廃棄物運搬計画

○バックグラウンド濃度：現況調査結果

○窒素酸化物から二酸化窒素への濃度の変換、年平均値から日平均値への変換：過去５年間の大気汚染常時監視局のデータを基に変換式を作成

	水質
	○浸出液処理施設からの処理水の放流
	○環境基準生活環境項目

○環境基準健康項目

○農業用水項目

○ダイオキシン類


	○資料調査

・以下の既存水質調査結果を整理

1) ダイオキシン類以外の項目

放流先下流の槇尾川２地点(繁和橋、城前橋)、大津川１地点(高津取水口)

2) ダイオキシン類

大津川１地点(大津川橋)

○現地調査

・放流先下流の新池上及び新池下において生活環境項目、農業用水項目を低水期に１回、平水期に2回、健康項目、ダイオキシン類は低水期に１回測定
	○生活環境項目、健康項目

・新池下放流口

・槇尾川

（和田町城前橋、繁和橋）

・大津川（高津取水口）

○農業用水項目

・新池下放流口

○ダイオキシン類

・大津川 (大津川橋)
	○完全混合式による定量的予測

※前回は、健康項目については現況及び放流水の水質を勘案した定性的予測手法
	○受入廃棄物の種類及び性状

○想定浸出水原水の水質

○浸出液処理設備の能力及び日排水量

○浸出液の処理フロー

○放流水の水質

○放流水の放流先

	騒音
	○埋立作業

○浸出液処理施設の稼動
	○騒音レベル
	○資料調査

・ 廃棄物運搬車両の走行経路における既存の騒音測定結果を整理

○現地調査（3地点）
・ 市道唐国久井線及び国道170号の沿道において騒音測定を実施


	○事業計画地の敷地境界線及び影響が最大となると考えられる近傍住居位置
	○伝播理論式
	○埋立作業機械及び施設の騒音パワーレベル

	
	○廃棄物運搬車両の走行
	○騒音レベル
	
	○走行経路である国道170号及び市道唐国久井線の沿道3地点
	○3地点とも、日本音響学会式による定量的予測

※前回は、国道170号は換算交通量の変化の程度を予測
	○交通量：現況交通量及び廃棄物運搬計画

	振動
	○埋立作業

○浸出液処理施設の稼動
	○振動レベル
	○現地調査（3地点）
・ 市道唐国久井線及び国道170号の沿道において振動測定を実施


	○事業計画地の敷地境界線及び影響が最大となると考えられる近傍住居位置
	○伝播理論式
	○埋立作業機械及び施設の振動レベル

	
	○廃棄物運搬車両の走行
	○振動レベル
	
	○走行経路である国道170号及び市道唐国久井線の沿道3地点
	○3地点とも、建設省土木研究所提案式による定量的予測

※前回は、国道170号は換算交通量の変化の程度を予測
	○交通量：現況交通量及び廃棄物運搬計画

	悪臭
	○埋立地からの悪臭の発生

○浸出液処理施設の稼動
	○特定悪臭物質濃度


	○現地調査

・事業計画地境界付近において、夏季に特定悪臭物質濃度を測定

※前回は、類似施設で測定
	○影響が最大となると考えられる近傍住居位置
	○現在稼動している施設における現地調査結果等による定性的予測
	○廃棄物の種類及び性状

○施設の配置及び建築計画

○ガス抜き管の敷設計画

○運転計画（年間運転日数、運転時間帯等）


※下線を引いた箇所は前回から変更した部分
